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【現状】

急峻な地形と脆弱な地質の当県において、急激な都市化や地球温暖化によるゲリラ豪雨

など、近年の自然災害の状況を踏まえ、県民が安全で安心して暮らせるように、ハード・ソフ

ト及び維持管理が一体となった総合的な減災対策を行う必要がある。

【課題】
県管理河川の延長4,802.7km のうち改修が必要な延長は2,194.5km あり、平成22年度末

の整備率は38.12％となっている。

１．長野県の現状と課題

２．計画の目標

【計画の期間】 平成２２年度～平成２６年度（５年間）

【事業実施主体】 長野県他２市町村（長野市、千曲市）

【計画の成果目標】

３．事業の内容

【箇所数と事業費】

【目標値の達成状況】

５．評価と今後の方針
・ダム管理施設の重・中故障の発生回数は、目標よりさらに少なくすることができ、ダム施設

のより適切な管理に寄与することができた。
・その他の項目についても、目標を達成することができ、県民が安全で安心して暮らせるため

のハード・ソフト及び維持管理が一体となった総合的な減災対策が推進できた。

・今後とも、引き続きハード・ソフト及び維持管理が一体となった総合的な減災対策を推進し、

更なる「県民の安全・安心な暮らし」に寄与していく。

■事業効果の発現状況

・河川改修（貯留浸透施設設置を含む）を実施したことで、浸水被害を受ける恐れのある区

域を465ha解消し、沿川住民の安心・安全を図ることに寄与した。

・老朽化が著しい河川・ダム管理施設の長寿命化対策及び改良工事を実施したことで、故

障リスクを軽減するとともに、設備の操作性の向上が図られ、より適切な管理を行えるよ

うになった。

・近年浸水被害があった河川を主として、水位局、雨量局、監視カメラを設置し、監視体制

および情報提供の強化を図ったことで、関係機関や住民に対し、より正確な水位や雨量

の情報提供が可能となった。

・河川工作物の附帯施設等の治水機能が低下している箇所の改善を図ることで、浸水被
害のリスク低減に寄与した。

４．事後評価の結果

※事業費は精算額としているため、整備計画の事業費とは合わない場合があります

急峻な地形と脆弱な地質の当県において、急激な都市化や地球温暖化によるゲリラ豪

雨など、近年の自然災害の現状を踏まえ、県民が安全で安心して暮らせるように、ハード・
ソフト及び維持管理が一体となった総合的な減災対策の推進を行う。

計画の成果目標計画の成果目標計画の成果目標計画の成果目標 H22（現況値）H22（現況値）H22（現況値）H22（現況値） H26（目標値）H26（目標値）H26（目標値）H26（目標値）

河川の氾濫により浸水被害を受ける恐れのある区域を解消する 1,697ha 1,232ha

老朽化が著しい河川管理施設の故障発生件数を解消する※1 15回/年 0回/年

ダム管理施設の重・中故障回数を低減する 38回/年 15回/年

地盤沈下が著しい護岸の沈下対策を実施する 3,000m 3,285m

貯留浸透施設を設置し安全度を強化する 0箇所 1箇所

水位局を設置し、監視体制および情報提供の強化を図る 2河川 4河川

雨量局を設置し、監視体制および情報提供の強化を図る 3河川 5河川

監視カメラを設置し、監視体制および情報提供の強化を図る 0河川 4河川

河川工作物の附属施設等の治水機能が低下している箇所の改善措置を図る 6箇所 0箇所

【事業の主な内容】

基幹事業 ： 広域河川改修（9箇所）、総合流域防災（14箇所）、堰堤改良（5箇所）他

関連事業 ： ―

効果促進事業： 浅川総合内水対策緊急（雨水貯留施設設置他）

※1 釜口水門の過去５年平均故障発生件数（軽微なものを含む）

県県県県 市町村市町村市町村市町村 計計計計

基幹事業 40箇所　171.2億円 2箇所　3.6億円 42箇所　174.8億円

関連社会資本整備事業 ― ― ―

効果促進事業 ― 3箇所　0.1億円 3箇所　0.1億円

計 40箇所　171.2億円 5箇所　3.7億円 45箇所　174.9億円

計画の成果目標計画の成果目標計画の成果目標計画の成果目標 H26（目標値）H26（目標値）H26（目標値）H26（目標値） H26（実績値）H26（実績値）H26（実績値）H26（実績値）

河川の氾濫により浸水被害を受ける恐れのある区域を解消する 1,232ha 1,232ha

老朽化が著しい河川管理施設の故障発生件数を解消する 0回/年 0回/年

ダム管理施設の重・中故障回数を低減する 15回/年 4回/年

地盤沈下が著しい護岸の沈下対策を実施する 3,285m 3,285m

貯留浸透施設を設置し安全度を強化する 1箇所 1箇所

水位局を設置し、監視体制および情報提供の強化を図る 4河川 4河川

雨量局を設置し、監視体制および情報提供の強化を図る 5河川 5河川

監視カメラを設置し、監視体制および情報提供の強化を図る 4河川 4河川

河川工作物の附属施設等の治水機能が低下している箇所の改善措置を図る 0箇所 0箇所

H25 塚間川 H22 矢出沢川 H13 金原川
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事例①事例①事例①事例① 広域河川改修事業広域河川改修事業広域河川改修事業広域河川改修事業 （一）犀川（一）犀川（一）犀川（一）犀川 長野市長野市長野市長野市 久米路久米路久米路久米路 事例②事例②事例②事例② 総合流域防災事業総合流域防災事業総合流域防災事業総合流域防災事業 （一（一（一（一）金原川）金原川）金原川）金原川 東御市東御市東御市東御市 本海野本海野本海野本海野

整備効果事例整備効果事例整備効果事例整備効果事例

■位置図－－－－－－－－－－－－－－－－－

■整備効果－－－－－－－－－－－－－－－－

狭窄部狭窄部狭窄部狭窄部によるによるによるによる堰上堰上堰上堰上げげげげ対策及対策及対策及対策及びびびび河川断面河川断面河川断面河川断面のののの拡幅拡幅拡幅拡幅がががが図図図図られたことでられたことでられたことでられたことで、、、、沿川住民沿川住民沿川住民沿川住民
のののの安心安心安心安心・・・・安全安全安全安全をををを守守守守ることにることにることにることに寄与寄与寄与寄与したしたしたした。。。。

箇所名：久米路 実施箇所

第第第第２２２２河川河川河川河川トンネルトンネルトンネルトンネル

整備前

整備後

吐口部吐口部吐口部吐口部

吐口部吐口部吐口部吐口部

SSSS58585858浸水被害浸水被害浸水被害浸水被害

■位置図－－－－－－－－－－－－－－－－－

■整備効果－－－－－－－－－－－－－－－－

狭窄部狭窄部狭窄部狭窄部となっていたとなっていたとなっていたとなっていた国道国道国道国道18181818号横断箇所号横断箇所号横断箇所号横断箇所のののの改修改修改修改修をををを実施実施実施実施したことでしたことでしたことでしたことで、、、、沿川住民沿川住民沿川住民沿川住民
のののの安心安心安心安心・・・・安全安全安全安全をををを守守守守ることにることにることにることに寄与寄与寄与寄与したしたしたした。。。。

箇所名：本海野

実施箇所

整備前整備効果
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HHHH13131313浸水被害浸水被害浸水被害浸水被害

3.2 3.2 3.2 3.2 mmmm3333/s/s/s/s 20 20 20 20 mmmm3333/s/s/s/s

流下能力流下能力流下能力流下能力をををを

約約約約6倍倍倍倍にににに改修改修改修改修


